


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鰍,,iiル馴洲撚蓼糾蝋ぱし不:腱に祉溺騨鱗iii鮭蚕輸鮒|iii感のＩ１ｌ１じ話中 DilvIliiヲ老あ象そ《'か尋'ドをすらしに；ｌＬＩ－経 胸ＨｉＬ々＃Ｍ１ｉ胤拶贈igるＩ土験の、し 』Ⅸiiiツｆの味’題職す対は￥た、ｌｌｌｌｌｌｌよか検で料望１１２～象：i;ｗ'１'Ｈｌｗ'';洲iI1iilM的来たにzlI：為まと）鱒．。（ てかてブノー１－，，，とかもこ万滕訓のて説ろ逃法る）,くめ、ポイしどへ帥'（ 池１）｜うり〈にｆ１'１＝1,「らあしらはＢとＩｊＬ－１ｌｉｉミ●￣)￣お解，，れる、は、且閃 を災iiI1HむるいのｉｌＩｉたい 唖２１iiベ:iiiii仁衞Ｍｌｌら胸!'よ化も期！し過て深ｌ９ｌｉｉＭはざ在１１(I：らｉｉｌｆのこの、が鮒＃＃ilijL丙川，i催と報接か告訊１級,,;査論なな'&び収必返たＪｋ突な賊に｜］ 僻！;佃11＃竿瀧上糾１１ＭＶ）は「I(」 ；Ｍ(ザ＃'１緋べ'幻必;ニど的つめ記にず戦は 菫螺lIiiii鱗Ｉ鯉らざ関しれ係八さるの－なこなどといに排で索セゼj;i握側職ゼリ:ｉでが訓リＵ細きす深てに、でっな腱Miifi虐肺繩筐Ｈはな在ない’'’
＠
のだ索全ＩｌＩｊ｝このするがにだと
ながを体刑（もお歩るので対け分そかそ分的なちけ訓こかきすをちのにの解解どろるにともるる取難意
は司・Ｕ１にん対合はし゜iMiiHiiil1鮎Mi蓋竿繩琴；＃＃：要Ｌ－しおて紙解逃易いえ‐るつ、lii繊鱗ii;窪;!);liiIlI的おるもｌＩｊｌる’''１ねはとあにはと的述けば合杵調題ぱないる対たいは:ijii灘然；＞曇：鯰＃；挑Ｍ１蝋纈とい藍の衣川めて紙に一定たで方醍作iiiiiNW、だななつしめ10法たるの正るあ鱗lii鱗;駐iji麟対あノノれよけみ）又洲こ#j:ｉｌｉＭｍｌｗｉ雛臘：！；ｊｌ線でさらり）決れ、わるはよかえ（ｑ紬＄ｉＩＭ｣キ脈lBilillWl祁解にいま、ぱならにＪＩＬの（）、しえ１ﾘＩｉｉＭＩＭｉｋｒｗⅦｌＩＭＩｉｒ締'J(Ｒ
し査でうのたの解合を不人る－，る
なの；(「だ対だでｌﾘ１にそ１ﾘｌ為必’''１ベ
お｜］効け象、はの合の砿的要いき
し的性なのオ〕な気せ生なｉｉｉがと対
てたをの一かか〕＆て活何橘あ梓象
紹る苑で部Dろ澱iil・とか成るえの
iiMi対洲（あ分きうＬｉｉｌｉｉいもをの１－余
-１‐象一ケるのつかとさうや示での作
るのる゜姿た。、れし（）すは側像
一，ョこ対なこそてべやも／必係Ｉよ
上解と象のとの’よルしのかに、
ｌｈ１１ﾘ１はをでで過なでたとろ炎解
一Ｌ肴イガあは秘ら〕、（）さう１ﾘ１１ﾘＩ
のとを）戊つあ１２１な解のえかざの
過い侠一)‐てる作いしとい。れ過
秘うにる、が ％ルサキ２Ｗｉｆ＃もこな誠そ、当とい婆のP（か人とあとＬの体
⑪
あると思われる。 「災期調査」に関する特干の附題
八一一
く、それ脚体が対象理解の深化の過程に位憧づけられ、われわれをして筆者とともにその過程を追体験させるからで
然
含
ま
れ
て
い
る
。
事
例
的
方
法
に
よ
る
長
期
調
査
の
狙
い
は
、
む
し
ろ
こ
の
総
合
的
過
程
た
る
「
上
向
」
を
妓
初
か
ら
瞼
く
意
識
し
な
がら、しかもなお分析的過程たる「下向」の途を摸索するところにあるといえるのではあるまいか。あらかじめ操作
主雑的に対象を識要素に分析しても、鵬菟その「妥当性」を究極的に保証することはできない。とすれば、はじめか
ら対象の全体の構成を意識的に考慮し、それとの関連で、いかなる要素を要素として設定すべきかをむしろ調査過程
で徐々に兄究めながら洲森を進める方法は、その手探りの泥臭ささのために一兄「科学性」において劣るようにみえ
ながら、なお秋極的な対象認搬の一つの方法というべきであろう。
（未完）
「腱期調在」に関する若干の問題
八
三
